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ら約 1.6%のソフト化を示したものが 8T では約3倍に増大し 1/T に比例するよう
なソフト化に変化した.さらに 6T以上の磁場商域で,比熱【2]などから報告されて
いる新たな秩序相に対応した弾性異常が観測された.これは第 1励起状態のr5がゼ
ーマン効果によってエネルギーがシフトし,基底状態のr3とレベルクロスすること
によって四重極子秩序が発生したものと考えられる.
今回は点群 Thで現れる(062-066)の寄与[3〕が小さいとして四重極子感受率の解析を
行ったが,今後 Th群による項を含めた解析と(Cl1-C12)/2の磁場依存性の実験を行
い,超伝導相および磁場中での秩序相での振る舞いを詳しく調べる.
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